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はじめに
著者はこれまで、噴出物に含まれる気泡の数密度から、減圧速度を推定する方法論を模索してきたが、著者の努力不足のため、未だ実用の域に達していない。今回提案する方法は、減圧・脱ガスに伴って発生する微結晶（マイクロライト）の数密度を用いる方法である。まず、マイクロライトの成因と特異性について説明し、次に、速度計作りの手順を述べる。その中で、本質的な役割を果たす「H2Oが結晶化温度に与える影響」について、H2Oを含む系の簡単な相平衡図を用いて、解説し、An－Di系を仮定して、減圧速度計・脱ガス速度計の式を与える。最後に、導かれた減圧速度計を、伊豆大島１９８６年のB噴火（プリニー式噴火）のマイクロライトの組織データに応用し、噴火の推移に伴う減圧速度の時間変化を見積もり、火道内部でのマグマの上昇過程について考察を加える。
マイクロライト

　マイクロライトは、火山噴出物の石基に含まれる微結晶（サイズ1～数10μm：多くは長石、輝石、磁鉄鉱、まれに角閃石もある）で、減圧に伴うメルト中のH2Oの減少による液相温度の上昇、すなわち実効的過冷却によって生じると考えられる。その根拠としては、冷却によって生じた火成岩の場合の結晶数密度に比べて桁違いに大きいことが挙げられる。噴出岩で見られるマイクロライトの結晶数密度は104～109(mm-3)である。一方、岩脈中の石基の数密度のデータと照らし合わせて考えると、これほどの高数密度で結晶化を起こすには、冷却面から1mmまでの急冷縁よりもはるかに、急冷されていなければならないことを意味する。実際の冷却に伴う結晶化では、それほどまでに急冷されるとガラス化が起こり、結晶は生じない。このことは、マイクロライトが、冷却に伴う結晶化で生じたものだと考えると不自然で、むしろ、脱ガスに伴うリキダスの上昇による実効的過冷却によって生じたことを強く示唆している。

マイクロライト減圧速度計作りの手順

　上記のように減圧に伴う脱ガスがマイクロライト晶出の原因だと仮定し、次のような手順で、マイクロライトの結晶数密度から減圧速度・脱ガス速度を見積もる速度計を作る。

1)結晶数密度と冷却速度の関係を理論と実験・観察を比較することで、確立する。その結果、結晶数密度Nは、実行冷却速度|dT/dt| と次のような関係にある。
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ここで、Aは、固液の界面エネルギーや、理論で用いられる結晶化成分の分子容などによって決まる定数で、室内実験と観察結果にあうように決められ、A=6×106±1となる。

2)実行冷却速度と脱ガス速度の関係を相平衡図から見積もる。その結果、次のような関係式が得られる。
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ここで、定数Bは斜長石で3×10-6、輝石で3×10-7となる。また、輝石-斜長石のコテクティックの場合10-6となる。
3)2)の式(2)を1)の式(1)に代入し、次の結晶数密度と脱ガス速度・減圧速度の関係式を得る。
(3)　　　　
[image: image3.wmf]2

/

3

2

/

3

3

)

mm

(

dt

dP

B

A

N

×

=

-


これが、減圧速度（右辺）と観測量のマイクロライト結晶数密度（左辺）を結びつける減圧速度計である。

伊豆大島１９８６B噴火への応用
　伊豆大島１９８６B噴火で噴出したスコリアの組織解析の結果、マイクロライトの結晶数密度は106～108(mm-3)にわたって変化することがわかった。減圧速度計を適応すると、減圧速度は2×100±2/3～4×101±2/3 (bars/s)、上昇速度は1×101±2/3～2×102±2/3 (m/s)、脱ガス速度（メルトからH2Oの析出速度）は0.004(4×10-3±2/3)～0.08 (8×10-2±2/3) wt%/sと推定される。また、数密度が小さいスコリアは初期と晩期に、数密度が大きいスコリアは、最盛期に噴出している割合が多い。このことから、火道中のマグマの上昇速度は、噴火の推移と伴に変化し、噴火の初期には、おおよそ10m/sで、最盛期には、音速に近い100m/s以上にまで加速され、晩期には約10m/sにまで減速されことが、定量的に推定される。
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